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1.  目的















各について規則適用メカニズムを推定し、  例外的実例の生成要因を、  音声文法論的視点
から明らかにすることにある。  
2.方法




た上で、  まず共通語の例文を示して対応する方言パターンを発話して頂き、  次にそれに
より見出された接続形式を用いて活用表現を発話して頂いくかたちで行った, 発話は、
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[log 1;1  nε ']
(起ない) 
4・2.使役形








































































































































































































































































































受身形は、  受身の助動詞/rort」/ (れる)、  /rareru/ (られる) (4)が接続する場合の活用形
である,
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a4)  V語幹動詞「見る」
mirareru
[m  i-ra  r重r n]
(見られる)












すると(191母音無声化規則のように示すことができる  (C:無声子音、  V:有声母音、  V:無〇                 ・                〇
性化母音、VN:狭母音、VM.w:半広及び広母音、以下同様である)(-°1。
(l7)  音構造1「C+VN十C十VM.w」
a9   音構造2「C+VN十C+VN」
(19)  母音無声化規則  「V→V/C  C+VM.w」
5・2. 語中子音有声化規則
「語中子音有声化」は、齋藤(1992a)によれば、「中央語の語中の無声子音音素/k/.,:c/,/t/ 






(20   語中子音有声化規則  「k,c,t-g,z,d/V       V」
なお、  語中子音有声化規則は、  有声母音にはさまれた環境「V      V」  で適用され、
無声化した母音と隣接する環境では適用されない, 即ち、  (20語中子音有声化規則と(19)母
音無声化規則は、  背反する規則であり、  同時に適用されることはない。  





中子音有声化規則」  の適用パターンについて、  同様の過去音形を持つと推定される  「キ
カネァー  (きかん気だ)」、  及びa9)音構造2を持-,':l, 「聞く」  の終止形音形と対比しながら
検討する。
これらの音形について、  母音無声化規則、  語中子音有声化規則の適用パターンについ
てまとめると、次の(21)のようになる。なお、解雑さを避けて、ここでは、間題にならな
い音声要素については、  現在のパターンでしめすこととする。





























k';1  ganε '
底iganεε / 
「聞く  <終止形>」  の場合は、  音構造2であるこ  とから、  母音無声化規則が適用されず、
従って語幹末尾子音  (過去音形の[k]) に語中子音有声化規則が適用されることとなる。  
これについては、  通常の規則適用であるといえる,,
「キカネァ<ーきかん気だ>」  の場合は、  音構造1であることから、  母音無声化規則
が適用されるため、  語幹末尾子音に語中子音有声化規則は適用されない。  これについて
も、通常の規則適用であるといえる, 
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「聞かないく否定形»」  の場合は、  前述のキカネァ <ーきかん気だ>」  と同様の音構
造であることから、  母音無声化規則が適用され、  語幹末尾子音に語中子音有声化規則が






が「通常の規則適用」  となる場合は/kik/となり、  末尾子音に異なる音素/g/,/k,'の交替がみ
られることとなり複雑化する.  しかし、「例外的な規則適用」の実例の場合は、結果と






x  =k';lg-a(-nε ') 
6・2. C語幹動詞「聞く」  の使役形/kigaseru/、  受身形/kigareru/と、  「母音無声化規則」
「語中子音有声化規則」及び「語幹統一の類推」の適用
ここでは、(17)音構造1を持つ「聞く」の使役形と受身形の音形に対する、「母音無声
化規則」  「語中子音有声化規則」  の適用パターンについて、  a81音構造2を持つ  「聞く」
の終止形音形と対比しながら検討する。
これらの音形について、  母音無声化規則、  語中子音有声化規則の適用パターンについ
てまとめると、  次の111:111のようになる。
(23   「聞く」の使役形、受身形に関する規則適用パターン
x聞かせる       〇聞かせる       x聞かれる       〇聞かれる
通常の規則適用111空例  例外的な規則適用美例   通常の規則適用架空例  n的な規員1適用実例
音構造                                    1                    1                   1                     1
設定される過去音形        *kC1kasgrLu   *kClkas更ru」   *kClkar更r Lu   *kCika  r重rill 
母音無声化規則               kCllkas更r Lu    <適用せず>  kt1ka  f更r Lu   <適用せず> 
語中子音有声化規則         <適用せず>   kC1(]as金r Lu    <適用せず>   kC1(1rcr Lu  
結果<音声レベル>          k0  Ilk  as更r 111     k';:i gas更r m   kl;Ilka  r更rl◆l  kl;:1  ga  r重r Lu  
結果<音韻レベル>           /kikaseru/        承igaseru/       /kikareru/       /kigareru/ 









形一受身形が「通常の規則適用」  となる場合は/kik/となり、  末尾子音に異なる音素/g//k/ 
の交替がみられることとなり複雑化する.  しかし、「例外的な規則適用」の実例の場合は、
結果として、  否定形とともに,'kig/となり、  語幹が統一されるのである。
以上より、使役形・受身形の場合も、先に述べた否定形と同様に「例外的な音規則
適用」  を生じさせる要因として  「語幹を統一する力」  が想定されるわけである。






x  =kl;lg-a(-r?r1:]11) 
7. V語幹動詞/'oglru/(起きる) の否定形・使役形・受身形語幹における  「母音無声化
規則」と「語中子音有声化規則」、及び「語幹統一の類推」の影響関係について
7-1. v語幹動詞「起きる」の否定形/'oginEE/、受身形/'ogirareru/と、  「母音無声化規
則」「語中子音有声化規則」及び「語幹統一の類推」の適用
「起きる」  の否定形、  受身形の設定される過去音形は、  (l7)音構造1にも(181音構造2の
構造のいずれでもない(2eのような構造を持つ,,
(2e   音構造3    「V+C十VN十C十VM・w」
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これらの音形について、母音無声化規則、語中子音有声化規則の適用パターンについ
てまとめると、次の(271のようになる,,




























c)gl・1  ra  r更rLu
o01;i ra  r重r Lu
fog irTerw' 
音構造3の 「VN」  は、  直後に有声子音  「C」  が位置するため、  母音無声化規則は適用
されない, 従って、音構造3に該当する「起きないく否定形>」、「起きられる<受身形>」
の場合は、  「VN」  と共に語幹末尾拍を構成する子音に、  通常どおり語中子音有声化規則
が適用される。即ち、「起きないく否定形>」、「起きられる<受身形>」は、通常の規
則適用パターンとなっているのである, 
7・2.  V語幹動詞「起きる」の使役形/'ogiraseru/と、  「母音無声化規則」  「語中子音有
声化規則」及び「語幹統一の類推」の適用
ここでは、a7)音構造1を持つ「起きる」の使役形の音形に対する、「母音無声化規則」
「語中子音有声化規則」  の適用パターンについて、  検討する。
「起きる」  使役形の音形について、  関連する接続形式の形態変化  「saseru>raseru化」
を含めながら、  母音無声化規則、  語中子音有声化規則の適用パターンについて、  まとめ
ると、次の(219)のようになる,,
因  「起きる」  の使役形に関する規則適用パターン
x起きさせる                   〇起きさせる
通常の規則適用架空例     例外的な規則適用実例
音構造                                                   1                                    1
設定される過去音形                       *oke1  sas重rLu                 *okC1'sas重r Lu











c)gl;r ras更r u」  
ogl;1rasgr ul
/'ogiraseru/ 
「起きさせる<使役形>」  の場合は、  音構造1であることから、  母音無声化規則が適
用され、  語幹末尾子音に語中子音有声化規則が適用されないことが期待されるが、  実際
は、接続形式の形態変化「saseru>raseru化」により、音形構造が1から3に変化するた
め、  母音無声化規則が適用されず、  語中子音有声化規則が適用される結果となっている。  
「起きる」の語幹は、基本形である終止形・連体形・準体形、そして先にみた否定形・  
受身形で/'ogi/であるが、仮に使役形が「通常の規則適用」  となる場合は/'oki/となり、語






8.  V語幹動詞「切る」  の否定形/kineE/、  受身形/kirareru/、  使役形/kiraseru/と  「母音無
声化規則」の適用
「着る」  の否定形、  受身形の設定される過去音形は、  (l71)音構造1  にも(181音構造2の構
造のいずれでもないe9のような構造を持つ,,






以上より、  「切る」否定形・受身形については、設定される過去音形[k'oinε ']・  
[kl; 1  ra  r更r uI]が保持される結果となっているのである, 
次に、In音構造1を持つ「着る」の使役形の音形に対する、  「母音無声化規則」」の適
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用パターンについて、検討する,,
「着る」  の使役形の音形について、  関連する接続形式の形態変化  「saseru>raseru化」
を合めながら、  母音無声化規則、  語中子音有声化規則の適用パターンについて、
まとめると、次のl20のようになる。























「着させる<使役形>」  の場合は、  音構造1であることから、  母音無声化規則が適用
されることが期待されるが、実際は、接続形式の形態変化「saseru>raseru化」により、





先に論じた  「起きる」  の使役形の場合とは異なる, 
9.おわりに




(1)    このタイプの研究の必要性は常藤(2002a、d)で.日長している,,
(2)   informantは市内愛,f町で生まれ-fl'っている,,
(3)    一方言の特徴として、共通語及び多くの方,',-で強変化動11,,jである*/sur1.1/(する)が、完全にI
類:C語排動111'i化している点、   II類:V語,1111:-動11111の事?類が、?lの統合(/zi/:>/zu,/)により/u/、連
12  
母音融合(Jae/>/:g/)  によ  り/,E/が語幹末尾に生じているため、  共通語よ  り  2種類多い4種類となっ
ている点等が挙げられる(齋藤2003),なお、   I類:C語幹動詞においてく1>gl/kigu/(聞く)
<2>g2/'egu/(行く)  を区別しているのは、  (共通語の場合も同様であるが、)  後者が、  音便形に
おいて例外的である  (活用語尾が他と異なり/'Q/となる)  ことによる,,
l4)   盛岡市方言の本研究におけるinformantには、他の岩手方言にしばしばみとめられる「fr/行拍連続
回避」  (斎藤2002c)は、みられない傾向にある,,







(6)   語中子音有声化生成の歴史的メカニズムについては加藤(1975)、''Ill藤(1992a)を参照されたい, 
(7)   これにより、両者がminimal pairの関係となるため、当informantにおいて/o/とは異なる/g/、/k/が
明らかに認められることとなる,,
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